






































た言語は、長い間現在で タジク でした。でも、二十世紀初頭にこれらの都市は結果的にウズベキスタンという国家の一部となり、タジク語はマイノリティの言語となってしまいました。ただ現実的には、ウズベク語が国家語になっ 今 タジク語というのは普通に使われていて、現地の人の中で、タジク語を守って くんだという運動も実際にあります。今方言の話をされて たと思いますが、ウズベキスタンの場合は、ウズベク語とタジク語のように言語がはっきりと違 ます。そういう中で言語と 共生しているという
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年の七月末まで北アフリカのモロッコに留学して、アラビア語のモロッコ方言を勉強していま た。語学学校に通いながら、伝統工芸品を作っている職人さん 弟子入りして （笑）一緒に生活 ながら八か月ほど働き、体当たりで勉強していました。グェン
	
僕の学んできたことは方言とは関係
























活をしてい 中で、二つ気づいたことがあります。一つ目は、日本人の丁寧さっていうのがお金と引き換えになっていること。モロッコ人は仕事しているときは不愛想（笑） 。お金分の働きしかしようとしない。でもプライベートでは見返りがな からとにかく優しくしようとする。でも日本は逆に、お金をもらうときはすごく頑張るんですけど、プライベートでは大変そうな人 いても助 ない。別に何か対価が貰えるわけじゃないから。二つ
目は、モロッコはものと情報が氾濫してないからこそ 人とのつながりが強いこと。逆に日本はモノと情報が溢れかえっているから関係が希薄になっているのかな、と感じました。僕がいたところは、スマホ持ってる人多くないですし、ぱっと物事が調べられるわけじゃないから、隣の人にすぐ「このバスどこいくの？」と 聞くし、コンビニなんてない ら隣の人に当然ものを借りに行ったりもする。宮﨑
	
メジャーではない言語を学ぶってな








すね。その中で八〇パーセントぐら がキン族というマジョリティーで、そ 以外の民族はそれぞれ別の言葉を話したり 別の文化を保っていたりするんですが、おそらくそういう言語を勉強しよ とする人は少ないんじゃないかな。マジョリティーの言語を話せるということは、教育の機会などで有利ということですから。だからマイナー言語がなくなっていく状況は避けられないと思 ます。宮崎
	
今はインターネットがつながって国




のかって聞かれたら、別にその方言を学んで先生になれるわけでも、仕事ができるわけでもない。そうす と、興味があるから、本当に好きだからという理由だけで学ばなきゃいけなくなる。もちろん外からの取り組みも必要ですが、その方言の話者たちによる その言語への愛着がちゃんと残 いくような制度や教育も必要だと思います。でな と、消失を食い止めるのは難しいのかもし い。國分
	
延辺でも同じで、延辺は地理的に中
国なので、やはり中国語を話せな といい生活ができないというのはあります。最近は家でも朝鮮語を話さず、子供も中国語の学校に通わせるという完全に朝鮮語を捨てよう する家庭が増えてきています。でも、 しなったとして 、外からその情報や記述が残されれば、その言語が使われていたということが歴史に残る。そういう点では、方言を学ぶこ は重要ですよね。井上
	
モロッコ方言は言語保存の面から見





















でも使うじゃないですか。でもマイナーってメジャーがあるから存在 る そのメジャを、一体だれ 、どんな風に、どんな基準に従って決めたのかが気に るようになりました。そういう決め方自体恣意的なものでしかないし、結局どの言語も、同じように大事なものであることには変わりないんだ あって感じるようになりましたね。新入生へのメッセージ宮﨑
	
言語っていうのはただ学ぶだけのも
のではないと思う。その言語を学ぶことによって、その地域的な広がりが見えてきたりか、歴史が見えてきたりとか、そういった良さが言語を学ぶことにはある 一つ二つ学ぶことで相互の関係性が分かって、どんどん自分の世界が広が いく。それが言葉の勉強をしていてよかったなって私が思うことです。言語と、何か政治だ り民族だったりとを繋ぎ合わせることによって、広 視野が養われるのではないかなって思います。井上
	
言語の勉強って決して打算的なもの







で、その地域の中心的なところで使われている共通語だけにとどまらずに、方言など ついても幅広く、一つの視点に拘らずに学んでほし です。そうすると、その地域や国 対しても見方が変わってきたり 民族の本質が見えてきたりす 。それはいい人生経験にもなるんじゃないかな。辰野
	
言葉って必ずしもずっと何十年もそ
のままの姿で存在しつづけ とは限らな思うし、現実にそれが、例えば、言葉の死として今起きていると思うんです。だからこ 、生き物的な側面を持っている言葉に対して、柔軟な見方を忘れないでほしいです。それができるのは、ツールとしても、言葉という研究対象としても言語を見ることが き 外大生の強みであるのかなと感じて ます。自分が学びを得たいと思えば、手助け してくれる仲間や先生、資料がそろっ いる環境だと思うので、是非それを活用して、一つ 型に捉われずに、言語という生き物と向き合っていってほしいなと思います。
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